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手袋 不審者
過日、のぞみ〇〇号が京都駅に到着して、後部車掌が降車し列車監視をしていま
した。
すると、柱の陰からいきなり「何で手袋しないんだ！」と、当該の後部車掌に怒

鳴り声を上げた人物がいました。
この車掌は、ビックリしました。それは、怒鳴り声を上げた人物とは面識はなく、

スーツ姿も腕章をするのではなく、見る限りまるで不審者そのものだったからです。
そのような状況にも関わらず、列車監視に専念していました。

しかし、その不審な人物が執拗に言いがかりをつけてくるので、この時、車掌は「貴
方は誰ですか？」と問いかけると、何とビックリ、「大二（大阪第二運輸所）の○○
だ！」と自分の所属と自ら管理者であることを明かしました。
当該車掌は、「大二で○○なんて聞いたことない」と反論すると、不審な人物は「大

一（大阪第一運輸所）と兼務だ！」と兼務であることも明かしました。

そしてその管理者は怒りが収まらなかったのか？当該車掌が発車の列車監視に入っても
尚、言いがかりを続けました。それに対して車掌は「黙って下さい。離れて下さい。」と何
とか抵抗し、列車が発車してからのホーム終端まで列車監視を全うしました。

お客様の人命をお預かりし、お客様が列車に接近したり、ホーム下に落ちる等危険な状態
の時は即座に列車を停止させるために列車監視をしています。その車掌の横で上記のような
列車監視業務に集中できない状態にする行為は危険そのもので、到底管理者が行う行為とは
思えません！

たまたま手袋をし忘れて降車し列車監視に専念した車掌ＶＳ言いがかりをつけまくって危
険行為をした不審人物！！

さて軍配は・・・・手袋の勝ち！！


